
 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）【教育学研究科】 

 

１．教育課程の編成・実施等 
教育学研究科教職実践専攻では，本研究科の教育目標に沿って，教育課程の編成・実施の方針をコース

ごとに，以下のように定める。 
 
○ミドルリーダー養成コース 
・現代的な教育課題とその課題に直結する教育理論と実践的な方法について網羅的に学ぶことを通じて， 
自律的発展の基礎となる「見通す力」の育成を第一義的な目的とするものである。また両コースの院生 
が履修することを通じて，経験や立場が異なる者同士協働する力の育成にも力点をおくものである。

【基礎科目群】 
・地域の教育課題の解決に必要な知識とその実践方法について理論的に学ぶことを目的としている。そ 
こでは「課題探究力」の基礎的知見を学ぶとともに，教育・学校以外の人々の知見を得ることを通じて 
「協働力」の基礎的素養を得ることも目指される。基礎科目群「教育における社会的包摂」も，この独

自テーマ科目群の主旨に連なるものである。【独自テーマ科目群】 
・基礎科目群における学びや実習の省察などを踏まえ，ミドルリーダーとして必要な能力を自ら高めて 
いく「自律的発展力」の育成を主たる目的とするものである。【発展科目群】 

・学校現場などでの，研修会への参画・教育実践・助言指導活動を通じて，自らの「課題探究力」の向上 
を図ることを目的とするものである。また，各実習の事中・事後指導は，教育実践そのものについての 
「省察力」の向上の場として位置づくものである。なお，学校現場における教育実践においては，他の

教職員や子ども・保護者・地域等との協働が不可欠となるため，「協働力」の育成も目指される。【実習

科目群】 
・解決すべき課題の発見，仮説の生成，実践及びその検証を通じた「課題探究力」の向上と，理論と実践 
との往還・融合を通じた「省察力」の向上とを目指すものである。特に，この教育実践研究科目群にお

いては，課題探究に即した実践の省察が求められるが，その省察を通じて自らの到達点と課題を見い

出し，その課題解決に向けてさらに自身を高めていく「自律的発展力」の向上も目指される。なお，

「教育実践研究法」はそうした「課題探究力」の基礎的知識・技能を得ることを目的とするものであ

る。【教育実践研究科目群】 
 
○学校教育実践コース 
・現代的な教育課題とその課題に直結する教育理論と実践的な方法について網羅的に学ぶことを通じて， 
自律的発展の基礎となる「見通す力」の育成を第一義的な目的とするものである。また両コースの院生 
が履修することを通じて，経験や立場が異なる者同士協働する力の育成にも力点をおくものである。

【基礎科目群】 
・地域の教育課題の解決に必要な知識とその実践方法について理論的に学ぶことを目的としている。そ 
こでは「課題探究力」の基礎的知見を学ぶとともに，教育・学校以外の人々の知見を得ることを通じて 
「協働力」の基礎的素養を得ることも目指される。基礎科目群「教育における社会的包摂」も，この独

自テーマ科目群の主旨に連なるものである。【独自テーマ科目群】 
・基礎科目群における学びや実習の省察などを踏まえ，学校教育・教育方法・生徒指導・生徒理解及び教 
科外教育(幼児教育を含む)に必要な専門性を自ら高めていく「自律的発展力」の育成を主たる目的とす

るものである。【発展科目群】 
・学校現場での教育実践を通じて，自らの「課題探究力」の向上を図ることを目的とするものである。ま 
た，各実習の事中・事後指導は，教育実践そのものについての「省察力」の向上の場として位置づくも

のである。なお，学校現場における教育実践においては，他の教職員や子ども・保護者・地域等との協

働が不可欠となるため，「協働力」の育成も目指される。【実習科目群】 
・解決すべき課題の発見，仮説の生成，実践及びその検証を通じた「課題探究力」の向上と，理論と実践 
との往還・融合を通じた「省察力」の向上とを目指すものである。特に，この教育実践研究科目群にお

いては，課題探究に即した実践の省察が求められるが，その省察を通じて自らの到達点と課題を見い

出し，その課題解決に向けてさらに自身を高めていく「自律的発展力」の向上も目指される。なお，

「教育実践研究法」はそうした「課題探究力」の基礎的知識・技能を得ることを目的とするものであ 



 

る。【教育実践研究科目群】 
 
○教科領域実践コース 
・現代的な教育課題とその課題に直結する教育理論と実践的な方法について網羅的に学ぶことを通じて， 
自律的発展の基礎となる「見通す力」の育成を第一義的な目的とするものである。また両コースの院生 
が履修することを通じて，経験や立場が異なる者同士協働する力の育成にも力点をおくものである。

【基礎科目群】 
・地域の教育課題の解決に必要な知識とその実践方法について理論的に学ぶことを目的としている。そ 
こでは「課題探究力」の基礎的知見を学ぶとともに，教育・学校以外の人々の知見を得ることを通じて 
「協働力」の基礎的素養を得ることも目指される。基礎科目群「教育における社会的包摂」も，この独

自テーマ科目群の主旨に連なるものである。【独自テーマ科目群】 
・基礎科目群における学びや実習の省察などを踏まえ，教科領域教育に必要な専門性を自ら高めていく 
「自律的発展力」の育成を主たる目的とするものである。【発展科目群】 

・学校現場での教育実践を通じて，自らの「課題探究力」の向上を図ることを目的とするものである。ま 
た，各実習の事中・事後指導は，教育実践そのものについての「省察力」の向上の場として位置づくも

のである。なお，学校現場における教育実践においては，他の教職員や子ども・保護者・地域等との協

働が不可欠となるため，「協働力」の育成も目指される。【実習科目群】 
・解決すべき課題の発見，仮説の生成，実践及びその検証を通じた「課題探究力」の向上と，理論と実践 
との往還・融合を通じた「省察力」の向上とを目指すものである。特に，この教育実践研究科目群にお

いては，課題探究に即した実践の省察が求められるが，その省察を通じて自らの到達点と課題を見い

出し，その課題解決に向けてさらに自身を高めていく「自律的発展力」の向上も目指される。なお，

「教育実践研究法」はそうした「課題探究力」の基礎的知識・技能を得ることを目的とするものであ

る。【教育実践研究科目群】 
 
○特別支援教育実践コース 
・現代的な教育課題とその課題に直結する教育理論と実践的な方法について網羅的に学ぶことを通じて， 
自律的発展の基礎となる「見通す力」の育成を第一義的な目的とするものである。また両コースの院生     
が履修することを通じて，経験や立場が異なる者同士協働する力の育成にも力点をおくものである。

【基礎科目群】 
・地域の教育課題の解決に必要な知識とその実践方法について理論的に学ぶことを目的としている。そ 
こでは「課題探究力」の基礎的知見を学ぶとともに，教育・学校以外の人々の知見を得ることを通じて 
「協働力」の基礎的素養を得ることも目指される。基礎科目群「教育における社会的包摂」も，この独

自テーマ科目群の主旨に連なるものである。【独自テーマ科目群】 
・基礎科目群における学びや実習の省察などを踏まえ，特別支援教育やインクルーシブ教育システムに 
必要な専門性を自ら高めていく「自律的発展力」の育成を主たる目的とするものである。【発展科目群】 

・特別支援教育やインクルーシブ教育システムにおける教育実践を通じて，自らの「課題探究力」の向上 
を図ることを目的とするものである。また，各実習の事中・事後指導は，教育実践そのものについての 
「省察力」の向上の場として位置づくものである。なお，学校現場における教育実践においては，他の

教職員や子ども・保護者・地域等との協働が不可欠となるため，「協働力」の育成も目指される。【実習

科目群】 
・解決すべき課題の発見，仮説の生成，実践及びその検証を通じた「課題探究力」の向上と，理論と実践 
との往還・融合を通じた「省察力」の向上とを目指すものである。特に，この特別支援教育実践研究科

目においては，特別支援教育やインクルーシブ教育システムにおける課題探究に即した実践の省察が

求められるが，その省察を通じて自らの到達点と課題を見い出し，その課題解決に向けてさらに自身

を高めていく「自律的発展力」の向上も目指される。なお，「教育実践研究法」はそうした「課題探究

力」の基礎的知識・技能を得ることを目的とするものである。【教育実践研究科目群】 
 

【ミドルリーダー養成コース】 
２．教育・学習方法 
「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」と「実習科目群」からなる「理論と実践との往還・



 

融合」を「教育実践研究科目群」で実現することにより，青森県の教育に貢献する教育者を育成する機会

を提供する。なお，「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」「教育実践科目群」については，全

て演習形式で授業を行い，また，原則として研究者教員と実務家教育のティーム・ティーチングで授業を

行う。 
 
３．学習成果の評価 
学習成果を厳格に評価するため，カリキュラム・ポリシーに沿って策定された到達目標の到達状況が確

認できる明確な成績評価基準を策定し，当該基準に基づき厳格な評価を行い，学習成果報告書の審査を適

切に行う。 
 

【学校教育実践コース】 
２．教育・学習方法 
「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」と「実習科目群」からなる「理論と実践との往還・

融合」を「教育実践研究科目群」で実現することにより，青森県の教育に貢献する教育者を育成する機会

を提供する。なお，「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」「教育実践科目群」については，全

て演習形式で授業を行い，また，原則として研究者教員と実務家教育のティーム・ティーチングで授業を

行う。 
 
３．学習成果の評価 
学習成果を厳格に評価するため，カリキュラム・ポリシーに沿って策定された到達目標の到達状況が確

認できる明確な成績評価基準を策定し，当該基準に基づき厳格な評価を行い，学習成果報告書の審査を適

切に行う。 
 

【教科領域実践コース】 
２．教育・学習方法 
「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」と「実習科目群」からなる「理論と実践との往還・

融合」を「教育実践研究科目群」で実現することにより，青森県の教育に貢献する教育者を育成する機会

を提供する。なお，「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」「教育実践科目群」については，全

て演習形式で授業を行い，また，原則として研究者教員と実務家教育のティーム・ティーチングで授業を

行う。 
 
３．学習成果の評価 
学習成果を厳格に評価するため，カリキュラム・ポリシーに沿って策定された到達目標の到達状況が確

認できる明確な成績評価基準を策定し，当該基準に基づき厳格な評価を行い，学習成果報告書の審査を適

切に行う。 
 
【特別支援教育実践コース】 
２．教育・学習方法 
「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」と「実習科目群」からなる「理論と実践との往還・

融合」を「教育実践研究科目群」で実現することにより，青森県の教育に貢献する教育者を育成する機会

を提供する。なお，「基礎科目群」「独自テーマ科目群」「発展科目群」「教育実践科目群」については，全

て演習形式で授業を行い，また，原則として研究者教員と実務家教育のT.T．形式で授業を行う。 
 
３．学習成果の評価 
学習成果を厳格に評価するため，カリキュラム・ポリシーに沿って策定された到達目標の到達状況が確

認できる明確な成績評価基準を策定し，当該基準に基づき厳格な評価を行い，学習成果報告書の審査を適

切に行う。 

 


